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本申請は，ものづくり系企業と連携して，ものづくり技術者の動きと心理状況を観測することにより熟練技の形式知化を
行い，これを利用して技術伝承が円滑に進むよう，新たな3D（3 Dimension）デジタルアーカイブ方法の確立を目指す。
連携するものづくり系企業（品川区）の技術者は，特殊素材を用いた超精密加工工具製作のスキルを有している。このス
キルを形式知化して，3次元情報（ヒューマンモデルや立体視など）としてのデジタルアーカイブで実現することにより，
人間の3次元空間認識力や立体視感に訴える，より直感的なものづくり系インストラクションシステムを開発する。
本申請が実現できたならば，本学における3Dビジョンベースのものづくり系スキルに関する情報発信およびグローバル人
材育成の発展に貢献するものと考える。すなわち，3Dデジタルアーカイブの特長である，任意視点の3次元動作の表示とイ
ンストラクションの方法論の発展に基づき，高熟練技の伝達法のスタンダードを確立することになる。
具体的に実施する項目は以下のとおりである。
① 熟練作業の記録において，作業スピードに応じたコマ撮り速度，動作解析を可能にする解像度決定の定量的指針を見出
す。
② 上記と平行して，民生品の立体視ビデオカメラで記録した熟練者動作の動画データの解析法の検討を行う。この検討に
際しては，所有のステレオビジョンカメラのデータと比較して，視覚的な立体視とワールド座標における3次元視覚との違
いを明らかにする。
③ この後に，所有のステレオビジョンデータと融合できるよう，解析した動画データから技の暗黙知を抽出し，これを形
式知化する。この形式知化には，先に述べた申請者らが開発した手法を用いる。
④ 形式知化された技を伝承用インストラクションに適する形での表現方法を検討し，この有効性の検討として，立体視
ディスプレイを用いた実験を行う。
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